
「HIS-No.2 株を利用して生産された L-ヒスチジン」に係る食品健康影響評価に関

する審議結果（案）についての意見・情報の募集結果について 

 
 
１．実施期間 平成２８年３月１６日～平成２８年４月１４日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 ２通 
 
 
４．頂いた意見・情報及び食品安全委員会の回答 
 

 頂いた意見・情報※ 食品安全委員会の回答 

１ 
 

１．菌を使った遺伝子組み換えの

食べ物を食べたくない。 

２．ヒスチジンを多く含む食べ物

が劣化した場合、通常の食品より

も食べるのに適さなくなるので食

べたくない。 

３．審議結果（案）には安全の様

に書かれていたが、食品安全委員

会の人達と家族が、まず実験台と

なって安全性を証明してからにし

て欲しい。 

 食品安全委員会は、国民の健康の保

護が最も重要であるという基本的認識

の下、規制や指導等のリスク管理を行

う関係行政機関から独立して、科学的

知見に基づき客観的かつ中立公正に食

品に含まれる可能性のある危害要因が

人の健康に与える影響について食品健

康影響評価を行っています。 
本添加物については、「遺伝子組換

え微生物を利用して製造された添加物

の安全性評価基準」（平成16年3月25日

食品安全委員会決定）の附則「遺伝子

組換え微生物を利用して製造された添

加物のうち、アミノ酸等の最終産物が

高度に精製された非タンパク質性添加

物の安全性評価の考え方」（平成17年4 

月28日食品安全委員会決定）に基づき

評価を行った結果、安全性が確認され

たと判断しました。 

 ヒスチジンはタンパク質の構成アミ

ノ酸であり、ヒトはヒスチジンを含む

タンパク質を通常の食品から栄養素と

して摂取しています。また、ヒスチジ

ンは食品衛生法第11条第3項に規定さ

れております人の健康を損なうおそれ

２ 危険だという話なので反対 
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のないことが明らかである物質の 1 

つであり、このことから食品中の残留

量は設定されておりません。これまで

ヒスチジン摂取による有害事象・事例

は確認されておりません。 

 従って、ヒスチジンを含む食品が適

切に管理されていればヒトの健康を損

なうおそれはないと考えられます。頂

いた御意見はリスク管理機関である厚

生労働省にお伝えいたします。 

 
※頂いた意見・情報をそのまま掲載しています。 


